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    ぼくのこと、わかってくれたんだ。ごちそうまで　
してくれたもん。
　ザブーは　あんしんしました。
　「サヨウナラ。」
　ザブーは　くるりと　うしろを　むきました。
　いっしょに　まわりのうみも　くるり。
　つられて　ふねも　くるり。
　そしたら、せんちょうさんの　あたまの中まで　く
るりと　ひっくりかえってしまったのか、とつぜん、
むせんきに　むかって　こんなことを　うちはじめま
した。
　「こちら、レモンいろごうの　せんちょう。トンツー。
ネッシーを　はっけん、はっけん。おちかづきのしる
しに、とりあえず　ナスを　一ダース、プレゼントし
ておきました。はっけんしゃは、レモンいろごうの　
せんちょう。おわすれなく。」
　せかいじゅうが　大さわぎに　なりました。
　この場面に見られる「くるり」という擬態語に目を向け
たい。四度くり返されるこの表現は、文章にリズムを与え
つつ、意味の面でも意表をつく展開を生み、注目に値する。
最初の「ザブーは　くるりと　うしろを　むきました。」は
通常の動作をあらわす表現であるが、つづく「いっしょに
まわりのうみも　くるり。」は想像力に充ちた意表をつく表
現であり、併せて「つられて　ふねも　くるり。」と巻き込
み、そのリフレインの果てに「せんちょうさんの　あたま
の中まで　くるりと　ひっくりかえってしまったのか」と、
船長の意識の転換へと次元を変えている。その結果、ザブ
ーは世界中の人間たちから追われるはめに陥ってしまうの
である。すなわち、「くるり」という表現は、この幼年童話
のプロットの主軸を転換させる大きな役割を担っているの
である。むろん、この物語を読む子どもたちはそうした理
論的なことを意識することはないであろうが、「くるり」と
いう言葉の反復が生み出す物語世界の大きな展開に心を惹
きつけられるであろう。
　本作の幼年童話の特質としてもう一つ論及しておきたい
のは、いわゆる歌謡的要素である。この要素がまとまった
形で出てくるのは、ザブーが人間たちの攻撃で痛手を負い
海面に浮かびながら口笛を吹き、空の星たちもいっしょに
合唱してくれる場面である。この場面は物語のプロットの
展開においても大事な意味を付与されていると考えられる。
先にも一部を引いたが、ここでは場面としてまとまった形
で見てゆこう。
　ザブーは、さっきから　おなかを　上にして　水に
うかんでいました。ゆうやけのひかりが　きえて、ほ
しが　ピシカピシカと　あらわれました。
　ザブーは　とっても　げんきで、とっても　しあわ
せというぐあいには　いきませんでした。どちらかと
いうと、かなしいと　いっても　いいくらいでした。
　でも、かなしいまんまで　いるのは、だいきらいで
した。
　口ぶえを　ふきはじめました。
　げんきの　でそうな　マーチです。その音が　くら
い　空に　とんでいくと、ほしも　つられて、チチチ
ッチ、こえを　そろえて　がっしょうしてくれました。
　　チチ　チッチ
　　チッチッチ
　　チチ　チッチ
　　チッチッチ
　ネッシーも　このほしを　みていると　いいなと、
ザブーは　おもいました。
　いつものザブーは「とっても　げんきで、とっても　し
あわせ」な怪獣として暮らしているのだが、人間たちの攻
撃で酷い目にあった今のザブーは、「かなしい」と言って
もいいくらいの状態であった。しかしザブーは、「かなしい
まんまで　いるのは、だいきらい」なのである。この叙述
は、この作品の中でも最も重要な一節と言ってもよいであ
ろう。ザブーは「げんきの　でそうな　マーチ」を口笛で
吹きはじめ、その口笛に星たちが答えて合唱をするのであ
る。この場面は、挫折と悲しみを前にして「とっても　げ
んき」に活力を保持しようとする姿勢を鮮明に打ち出して
いる。このような「かなしいまんまで　いるのは、だいき
らい」な姿勢こそ、子どもの本来もつ活力に繋がるもので
あろう。そして、そのような生きる姿勢を物語の場面に形
象化すべく、ザブーが口笛で奏でる「げんきの　でそうな
マーチ」の曲や、頭上の星たちがチッチッチと合唱する風
景が語られたのである。傷ついた体を海に浮かべながらマ
ーチの曲を吹くザブーの頭上で、静かに声を和する星たち
の光は、読者の子どもの心に深く沁み込んでゆく力を持っ
ているであろう。
　以上、本作の幼年童話としての要素を整理し、とくに擬
声語・擬態語の用法の特色と、歌謡的要素について考察し
た。
結
　本稿では、角野栄子の幼年童話の構造上の特質について、
主として『ネッシーのおむこさん』を取り上げながら考察
した。本作品は、児童文学作家角野栄子の作風の展開の中
で一つの重要な契機的役割を果たした幼年童話と考えられ
る。この作品執筆は、それまで従来の童話らしい童話を書
こうとしていた角野自身の童話作法に、一つの革新をもた
らしたと考えられる。『びわの実学校』第128号所載のエッ
セイで端的に語られていたように、角野は『ネッシーのお
むこさん』を自らの創作活動にとってある意味で真の第一
作と言えそうな手応えを与えてくれたものだと述べている。
そこで獲得した「いい気持ちライン」という基準が、創作
する上での重要な要件となっていったのである。
　そうした童話作法上の基準が、どのような内実をはらむ
ものであったのか、具体的に本作を分析してゆく中で考え
ていった。日本の北の湖で暮らしていた怪獣ザブーが、ラ
ジオのニュースで話題となっているネス湖のネッシーの存
在を知り、その姿かたちが自分と近いと分かると、いきな
りネッシーを自分のお嫁さんにしたいと旅立ってゆく、そ
の大胆な発想のひろがりがあり、併せて昔話の話型をふま
えた求婚譚的構想を下敷きにすることによって、手応えの
ある創作者としての実感を、作者の角野は得ていたのでは
なかろうか。その充実感を角野は「いい気持ちライン」と
呼び、以後の自らの創作活動のひそかな指針としていった
のであろうと推測される。
　また、そのような創作上の独特の方法論に拠りながら、
併せて角野の作品においては幼年童話が本来もつ諸要素を
しっかりとふまえる形で創作がなされている点にも注目す
べきである。
　童話作家として『魔女の宅急便』をはじめ数々の名作を
生んできた角野栄子にあって、その童話の構造と方法には
測り知れぬ深さがある。この小稿ではその一端について考
察を試みたわけだが、今後さらに考察対象作品をひろげつ
つその作風の展開の分析をつづけてゆきたいと考えている。
注
（1）瀬田貞二『幼い子の文学』（昭和55年1月、中公新書）参照。
（2）『びわの実学校』第128号（昭和60年3月、びわの実学校発行、
講談社発売元）所載の「わたしの処女作第53回（角野栄子
の『ネッシーのおむこさん』およびエッセイ掲載）」参照。
（3）絵本『ももたろう』（松居直・文、赤羽末吉・画、昭和40年
2月、福音館書店）参照。
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